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「 新型コ ロナワク チンを安全に接種するための資料作成」

研究分担者　岩田　　敏　国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院感染症部
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研究要旨

新型コロナワクチンの接種開始にあたり、リスクコミュニケーションの実施と適切な接種方法に

より、迅速かつ安全にワクチン接種が実施されることを目的として、新型コロナワクチンとして導

入される mRNA ワクチン及びウイルスベクターワクチンに関する国内外の有効性・安全性に関する

情報を収集し、ワクチン接種にあたって医療関係者、一般市民の十分な理解が得られ、ワクチン接

種を迅速かつ適切に行っていくことができるような動画、リーフレット、冊子等の資料の作成を行う。

A. 研究目的

新型コロナワクチンの接種開始にあたり、リスク

コミュニケーションの実施と適切な接種方法により、

迅速かつ安全にワクチン接種が実施されることを目

的とする。

B. 研究方法

新型コロナワクチンとして導入される mRNA ワ

クチン及びウイルスベクターワクチンに関する国内

外の有効性・安全性に関する情報を収集し、ワクチ

ン接種にあたって医療関係者、一般市民の十分な理

解が得られ、ワクチン接種を迅速かつ適切に行って

いくことができるような動画、リーフレット、冊子

を作成する。

特に接種あたってのリスクコミュニケーション、

適切な筋注による接種方法、アナフィラキシーなど

の副反応が起きた場合の対応について、分かりやす

い説明ができることに留意した。

製作実施期間は令和 3 年 1 月から令和 4 年 2 月

である。

C. 研究結果

①  動画「医療従事者のための新型コロナウイル

スワクチンを安全に接種するための注意とポ

イント」（14分13秒）を作成し、厚生労働

省公式 You Tube にて公開した。

　　 （https://www.youtube.com/watch?v= 
rcEVMi 2OtCY）

②  リーフレット「－医療従事者の方へ－新型コ

ロナウイルスワクチンを安全に接種するため

の注意とポイント」を作成し、厚生労働省ホー

ムページに掲載した。

　　 （https ://www.mhl w.go. jp/content/ 
000764700.pdf）

　　・・・・・資料 1
③  冊子「新型コロナウイルス感染症に係る予防

接種の実施に関する接種者向け手引き」を作

成し、全国都道府県医師会等に配布した。

　　・・・・・資料 2

D. 考察

新型コロナワクチンは、短期間に多くの方に接種

する必要があること、集団接種会場で接種される場

合が考えられること、これまで国内ではあまり実施

されてこなかった筋肉注射により接種されること、

接種後の副反応として注射部位の疼痛、発熱、倦怠

感などの症状がみられる頻度が高いこと、接種直後

のアナフィラキシー反応や迷走神経反射に留意する

必要があること、などの点から、ワクチンを安全に

接種するための注意とポイントについて、接種に関

わる医療従事者や行政者が共通の理解を持つ必要が

ある。今回作成した資料は、厚生労働省公式 You 
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Tube の動画が公開された2021年 4 月 2 日から

2022年 2 月までに80万回以上視聴されるなど、新

型コロナワクチンの接種に携わる関係者によって数

多く閲覧され、新型コロナワクチンが迅速かつ安全

に接種されることに貢献したと考えられる。

E. 結論

新型コロナワクチンの接種開始にあたり、新型コ

ロナワクチンを安全に接種するための資料（動画、

リーフレット、冊子）を作成し公開した。全国の関

係者に新型コロナワクチン接種に関する適切な情報

を提供することにより、同ワクチンの国内における

適切かつ安全な接種普及に貢献できたと考える。

F. 健康危険情報

特になし。

G. 研究発表（発表雑誌名巻号・頁・発行年等も記入）

1. 論文発表

なし。

2. 学会発表

なし。

H. 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む）

1. 特許取得

なし。

2. 実用新案登録

なし。
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型コ ロ ナウ イ ルス ワ ク チン を 
安全に 接種するた めの注意と ポイ ント

 型コ ロナウイルスワク チンを短期間で多く の人に安全に行う ための注意と ポイント を

解説し ます。こ のワク チンはこ れまで国内であまり 行われていなかった 肉注射 です。

筋肉注射の手技についても わかり やすく 紹介し ます。

接種不適当者に該当する症状が悪化し ている場合や全身状態が悪い場合には、接種を 延期

し て、体調が良く なってから 接種を行う ことを検討し ます。 

集団接種で問診医が接種に迷う 場合は、かかり つけ医などでの個別接種を検討し ていただく

のもよいでしょ う 。

❶明ら かな発熱を呈し ている。

❷重篤な 急性疾患にかかっ て いるこ と が

明ら かである。

❸接種し よ う と する 接種液の成分に対し

てアナフィ ラ キシーを 呈し たこ と が明ら

かである。

❹その他の理由により 予防接種を 行う こ

と が不適当な状態である。

ⅰ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

ⅴ

ⅵ

抗凝固療法を受けている人、血小板減少症又は凝固障害を有する人

過去に免疫不全の診断がなさ れている人及び近親者に先天性免疫不全症の人

がいる人

心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障害等の基礎疾患を 有

する人

予防接種で 接種後２ 日以内に発熱のみら れた 人及び全身性発疹等のアレ ル

ギーを疑う 症状を呈し たこと がある人

過去にけいれんの既往のある人

接種し よう と する接種液の成分に対し てアレルギーを呈するおそれのある人

プライ バシーが保護さ れ、密を避けた環境を用意し てく ださ い。

被接種者ごと に手指衛生を徹底し てく ださ い。

救急対応の手順や物品を確認し てく ださ い。
接種会場の環境

集団接種の場合、予診は、問診と 視診を基本とし ます。

接種要注意者・ 基礎疾患を 有する 人など 、予診医が必要と 認めた人には

聴診・ 触診を行います。
予診

接種不適当者（ 接種を行いません） 接種要注意者（ 接種の適否を慎重に判断し てく ださ い）

予診時に 確認するこ と  【 リ ス ク コ ミ ュ ニ ケーショ ン 】

以下については、必ず問診で確認し てく ださ い。

ワ ク チン の効果と

副反応に つ いての 理解

予防接種健康被害

救済制度の認知

重いアレルギー反応

の既往

医療従事者の 方へ

監修

厚生労働行政推進調査事業費補助金　

“ 興・ 再興感染症及び予防接種政策推進研究事業”

「 ワク チン の有効性・ 安全性と 効果的適用に関する 疫学研究」

研究代表者： 廣田良夫

分担研究者： 岩田　 敏／岡田賢司／中野貴司

研究協力者： 多屋馨子

監修協力者： 峯　 眞人／中山久仁子　

1

接種会場の環境接種会場の環境接種会場の環境接種会場の環境接種会場の環境接種会場の環境接種会場の環境接種会場の環境接種会場の環境接種会場の環境

予診予診予診予診予診予診予診予診予診予診

資料１
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まず、お名前、そし てアルコ ール過敏症かを確認し てく ださ い。

アルコ ール過敏症の場合、アルコ ールフリ ー（ ク ロ ルヘキシジン グルコ ン 酸

塩含浸など）の消毒綿を使います。
接種前のチェッ ク

 型コ ロナウイルスワク チンは筋肉注射です。

通常、三角筋の中央部に注射し ます。

筋肉注射のポイント

被接種者ごと に、必ず手指消毒を

し てく ださ い。

手袋をし ている場合は、手袋をはず

し て手指消毒をし てから 、 し い手

袋を着用し てく ださ い。

被接種者には腕を 下におろし 、

リ ラッ ク スし た姿勢をと っ ても

ら います。

過緊張、採血等で気分がわるく なったこと がある人

は、ベッド に横になっての接種も 考慮し ます。

注射部位は三角筋中央部です。肩峰から 真下に

３ 横指程度下の位置が目安になります。

接種部位が上方すぎると ワク チン 関連肩関節障

害を、下方すぎると 橈骨神経障害を起こ すリ スク

があるので、注意が必要です。

穿刺部位の確認1

＊接種部位の目安とし て肩峰下の前後腋窩線を 結ぶ線の高さ を

　 推奨する報告も あります。

2

接種前のチェッ ク接種前のチェッ ク接種前のチェッ ク接種前のチェッ ク接種前のチェッ ク接種前のチェッ ク接種前のチェッ ク接種前のチェッ ク接種前のチェッ ク接種前のチェッ ク
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注射針について

高齢者など筋肉量の少ない人の場合は長さ 1 6 m m の

針を 。ただし 、付け替える際に薬液が漏れたり 汚染さ

せないよう 十分な注意が必要です。

シリンジと 注射針が安定するよう に工

夫し て持ち、適度な速度で注入し てく

ださ い。

穿刺部位に消毒綿

を あて、素早く 針を

抜いてく ださ い。

抜針2薬液を 注入1

通常、太さ 2 5 G 、長さ 2 5 m m のも のを使いますが、年齢・ 体格に応じ て、適切に

筋肉内に接種できるものを選んでく ださ い。

シリンジの持ち方に、決まり はありません。支持し やすい持ち方で接種し てく ださ い。

穿刺部位の消毒

利き手でシリンジを持ちます。

注射部位周辺の皮膚を軽く 広げるよう に伸展さ せてから 三角筋の外縁に手を添えます。

注射針を皮膚に約9 0 °の角度で素早く 刺し てく ださ い。

穿刺

穿刺部位を中心から 外側に向けて円

を描く よう に、直径5 ㎝以上の範囲を

消毒綿で拭いてく ださ い。

アルコールが乾燥するまで待ちます。

大事なこ と は

筋肉内に針を 刺し 、

薬液を 注入

するこ と です。

2 3

短いシリ ン ジの 場合 長いシリ ン ジの 場合

三角筋には大きな血管がないの

で 、陰圧を かけて 血液の逆流を

確認する必要はありません。
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接種後の注意

接種後は揉ま な い で 、軽く 押

さ えます。抗凝固療法や抗血

栓療法を 受け て いる 人には、

最低２ 分間強めに押さ え て も

ら います。

消毒綿で注射部位を 押さ える3

被接種者に終了し た

こ と を 伝え 、異 常が

な いか声を かけてく

ださ い。

接種直後に声かけをする5

針刺し 事故防止、およ び 感染

の危険があるため、

針はリ キャッ プせずに注射器ご

と ただち に専用廃棄容器に捨

ててく ださ い。

使用済の針の処理4

接種後は、必ず手指消毒をし

てく ださ い。

手袋をし ている場合は、手袋

をはずし て手指消毒をし てか

ら 、 し い手袋を 着用し てく

ださ い。

接種後は、血管迷走神経反射による失神や気分不良が起こ

る場合があり ます。観察室などへの移動にも 注意し てく だ

さ い。

血管迷走神経反射

アナフィ ラ キシーが疑われる場合は、アド レナリ ン製剤が第

一選択になります。事前に、用意し ておく 必要があります。

ア ナフ ィ ラ キシー

血管迷走神経反射と ア ナフ ィ ラ キシーの特徴

血管迷走神経反射

アナフィ ラ キシー

接種直後

から

接種数分後

から

徐脈、
血圧低下

頻脈、皮膚症状
（ 膨疹、丘疹）、

血圧低下

発症時期 症状

観察室では、背も たれのある 椅子

で1 5 分ほど休んでもらいます。

即時型アレルギー反応やアナフィ

ラ キシーの既往のある 接種者は、

特に注意するために3 0 分の経過

観察が必要です。

◆接種後の観察 ◆接種後の注意を伝えてく ださ い

●接種日は激し い運動は控えてもらう こと 。

●入浴はかまわないこと 。

●いつもと 違う 感じ がし たら 、接種担当医やか

かり つけ医、相談センタ ーに連絡し 、予防接

種をし たこと を伝えて相談すること 。

伝えること

4– 178 –
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新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症にに係係るる予予防防接接種種のの実実施施にに関関すするる  

接接種種者者向向けけ手手引引きき  
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